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事 業 報 告 書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2025 年 4 月 1 日から 

 2026 年 3 月 31 日まで 

 
 

公益社団法人 日本動物園水族館協会 

 



第 1 章 協会の概要 

Ⅰ 設立年月日 
1939（昭和 14）年 11 月 17 日 任意団体として発足 
1965（昭和 40）年 11 月 22 日 文部省社会教育局(現在は文部科学省生涯学習政策局)所管の社団法人と 

 なる。 
2012（平成 24）年 04 月 01 日 公益社団法人へ移行 

Ⅱ 定款に定める目的 
本公益社団法人は、動物園、水族館事業の発展振興を図ることにより、文化の発展と科学技術の振興な

らびに自然環境の保護保全に貢献し、もって人と自然が共生する社会の実現に寄与することを目的として
いる。 

Ⅲ 定款に定める事業内容 
1．動物園水族館に関する調査研究事業
2．動物園水族館に関する教育普及事業
3．動物園水族館に関する種保存事業
4．動物園水族館に関する支援事業
5．その他この法人の目的を達成するために必要な事業

Ⅳ 監督機関に関する事項  
内閣府公益認定等委員会 

Ⅴ 会員の状況 
1．会員の現状

種 類 2026 年 3 月末 前期末比較増減 備 考 

正会員 
140 名 

( 動 物 園 9 1 、 水 族 館 4 9 ) 
動物園 ＋0 
水族館 －0 

維持会員 98 団体、１名 ＋２団体－2 団体 

2．正会員の異動に伴う入退会 
2025 年度期間中：27 名退会、27 名入会（うち 2025 年度 4 月 1 日付け 20 名入退会） 

Ⅵ 事務所の所在地 
東京都台東区台東 4－23－10 ヴェラハイツ御徒町 402 
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Ⅶ 総裁・役員等に関する事項 
1．総裁に関する事項 
 
  総裁  秋篠宮文仁皇嗣殿下  1988 年（昭和 63 年）5 月 25 日 推戴 
 
2．役員に関する事項                       役員一覧(2026 年 3 月 31 日現在) 

役職 氏名 
理事就任 

年月日 

代表理事業

務執行理事

就任年月日 

現職 
手
当 

執行担当・職務 

理事 荒井 賢治 2022.5.26  宇都宮動物園園長 無  

〃 古川  健 2022.5.26  ふくしま海洋科学館館長 〃 ブロック代表理事 

〃 渡部 浩文 2024.5.28 2024.5.28 東京都多摩動物公園園長 〃 総務担当理事 

〃 坂東  元    2020.6.8  旭川市旭山動物園統括園長 〃  

〃 長倉かすみ 2025.5.21  横浜市立金沢動物園長 〃  

代表理事 村田 浩一 2020.6.8 2022.5.26 横浜市立よこはま動物園園長 〃 会長 

理事 大津 大 2024.5.28 2024.5.28 横浜・八景島シーパラダイス館長  安全対策担当理事 

〃 高見 一利  2022.5.26  豊橋総合動植物公園園長 〃 ブロック代表理事 

〃 村井 仁志 2023.5.23 2025.5.21 富山市ファミリーパーク園長 〃 教育普及担当理事 

〃 栗田 正徳 2024.5.28 2024.5.28 名古屋港水族館 〃 生物多様性担当理事 

〃 今津 孝二 2018.5.17 2018.5.17 アドベンチャーワールド園長 〃 
ブロック代表理事 
地域委員会委員長 

〃 村上 寛之 2024.5.28  海遊館館長 〃  

代表理事 多々良成紀 2023.5.23 2024.5.28 宇部市ときわ動物園園長 〃 副会長 

理事 阿部 勝彦 2025.5.21  広島市安佐動物公園長 〃 ブロック代表理事 

理事 竹田 正人 2024.5.28  
宮崎市フェニックス自然動物園
園長 

〃 ブロック代表理事 
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代表理事 佐藤 圭一 2023.5.23 2023.5.23 沖縄美ら海水族館統括 〃 
副会長 
調査研究担当理事 

理事 原 久美子 2022.5.26 2022.5.26 日本動物園水族館協会専務理事  有 専務理事 

監事 錦織 一臣 2020.6.8  東京都葛西臨海水族園園長 無  

〃 竹下 秀人 2020.6.8  静岡市立日本平動物園園長 〃  

 
Ⅷ 議決機関 

総 会：年１回開催、正会員で構成する。 
理事会：理事 17 名で構成する。年 7 回開催した。（書面含む） 

 
Ⅸ 執行機関 

【会長、副会長、専務理事、執行理事】 
執行委員会：担当執行理事、委員長、副委員長、委員を置き、事業計画に基づく専門事項の計画、執行

を担当する。また、各委員会の下に専門部会を置く。 
・総務委員会（7 名）   ：倫理、福祉、地域区分、定款・諸規定、重要な法人管理、その他の委員会

に属さない事項に関すること 
・教育普及委員会（4 名） ：園館職員の人材育成、動物園水族館雑誌の発行、一般に対する普及啓発活

動に関すること 
・安全対策委員会（５名） ：園館施設・職員の安全及び衛生対策、災害対策、危機管理などに関するこ

と 
・生物多様性委員会（5 名）：世界・国内戦略、資源確保、域外保全、種保存などに関すること 
・調査研究委員会（4 名）  ：学術研究の調査・推進、アニマルウェルフェア・動物栄養の調査研究など

に関すること 
・地域委員会（５名）     ：地域園館の活性化、人材育成、災害・安全対策など地域間連携、 

加盟園館、維持会員の拡大などに関すること 
   

地域別会議：各ブロックに代表理事をおき、ブロック内協議会、研修会、研究会等を開催する。 
○関東東北・北海道ブロック  ○中部ブロック   ○近畿ブロック  
○中国四国ブロック      ○九州沖縄ブロック 

  
Ⅹ 将来構想室：会長直轄の組織とし、将来構想室長を置く。JAZA の中長期的な将来ビジョンや戦略を策

定する。 
 
Ⅺ 事務局：専務理事、事務局長、職員 5 名 

 
Ⅻ 諮問機関 

顧問（３名） ：専門知識を有し、理事会が推薦した者 
会友（102 名）：園館長歴 5 年以上、及び特別な功労のあった者で、理事会が承認した者 
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XⅢ 監査機関 
 

監事（2 名）：動物園から 1 名、水族館から 1 名を選出 
 

第２章 事業概要 
 

日本動物園水族館協会（JAZA）は、1939 年に任意団体として発足し、2012 年に公益法人として認可され
たことを契機に、執行委員会制度のもとで組織体制の強化を進めてきた。2013 年には、動物園・水族館がめ
ざす将来像として「10 年ビジョン」を策定し、「いのちの博物館」の実現に向けて加盟園館と連携しながら
事業を展開してきた。10 年ビジョンの最終年となる 2022 年を迎え、次世代に向けた新たな方向性を示す必
要が生じたことから、広報戦略室を会長直轄の「将来構想室」へ再編し、2023 年度から 2 か年計画で「将来
構想」の策定に着手した。 

これまでに園館職員を対象としたワークショップ、属性別アンケート、ブレインストーミング等を実施し、
2024 年度通常総会に素案を提示。その後も有識者ヒアリング等を重ね、2025 年度総会において「JAZA 将来
構想 2025」として承認された。本構想では、動物園・水族館の将来像を実現するため、4 つの領域に 15 の
方向性を設定し、これに基づくアクションプランを策定することになる。2025〜2026 年度は、このアクショ
ンプランの具体化を進める段階となっている。 

また、WAZA 2023 Animal Welfare Goal への対応も進展している。2024 年 11 月末が期限とされた WAZA
認証アセスメントツールの導入は、2024 年 11 月 5 日に達成した。WAZA 加盟 10 園館での現地評価実施
後、認証アセスメントツールに基づく追加項目の確認を経て 9 園館が評価を完了した。さらに、JAZA 傘下
の未実施 130 園館のうち、24 園館で現地評価を実施し、14 園館が評価を完了した。審査継続中の園館につ
いては、評価完了に向けて、指摘事項の改善状況等の確認を進める。次年度も残る加盟園館の現地評価に取
組み、概ね 5 年間で全園館のアニマルウェルフェア評価の完了をめざしている。 

加えて、文化庁の「博物館機能強化推進事業」に参画し、市民寄付の促進やホームページ改修など発信力
強化に取り組むほか、民間企業から生物多様性保全に関する研究助成を獲得するなど、外部資金の確保にも
努めている。 

組織体制面では、従来の「理事＝委員長」方式を改め、執行理事と委員長を分けることで若手登用の機会
を広げ、柔軟な事業執行を継続している。一方で、希少野生動物の保護増殖やアニマルウェルフェアへの社
会的関心の高まり、危機管理対応など、JAZA を取り巻く環境は厳しさを増している。こうした状況の中、各
執行委員会が連携を強化し、課題解決に積極的に取り組むことが求められている。 
 
第３章 実施事業 
 
Ⅰ 将来構想室事業 

予定通り 2025 年 5 月までに JAZA 将来構想 2025 を完成させ、5 月の年次通常総会で承認を得て公表
した。 

将来構想を達成するための具体的な取り組みとなるアクションプランが必要であるため、JAZA にお
いて個別具体の事業を推進する各執行委員会を中心にアクションプラン案の策定を進めた。2026 年 5 月
の年次通常総会においてアクションプランの承認を得て公表できるよう、作業を進めている。 
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1．執行体制 
将来構想室長 1 名。会長直轄の組織として固定の室員は配置しない体制とした。必要に応じて会長、

事務局、会員園館職員を招集した。 
2．事業の実施 
(1) 会議の開催 
  1) 将来構想室会議（ウェブ会議） 2025 年 4 月 10 日、4 月 15 日、4 月 25 日、6 月 30 日、10 月 9 日、

10 月 18 日、 
   主な検討事項 
   ・総会で提示する将来構想の検討。 
   ・ブレインストーミングの結果に関する検討。 
   ・将来構想原の文面、デザイン、イラストに関する検討。 
  2) ブレインストーミングの実施（ウェブ会議）  

2025 年 4 月 23 日   
   ・2025 年度総会で提示する将来構想に関する検討。 
(2) 会議以外の事業活動 
    ・将来構想の完成 2025 年 5 月 

JAZA 将来構想 2025 を完成させ、2025 年 5 月の年次通常総会で承認を得て公表した。 
・将来構想アクションプラン案の策定 

将来構想のアクションプラン策定作業を、2026 年 5 月の年次通常総会で承認を得て公表すること 
を目標として進めた。 

・将来構想の普及推進 
JAZA の年次総会やブロック園館長会議時のリーダー研修、WAZA 年次総会、各種研究会や講演会
等の場を用いて、JAZA 会員園館職員や業界関係者、さらには一般の方まで、広く JAZA 将来構想
2025 を知ってもらうことができるよう周知を図った。 

     
Ⅱ 総務委員会事業 

総務委員会は協会の根幹となる定款、規定等の整備、動物倫理福祉のあり方の検討、情報発信の企画
調整、動物の栄養の検討、水族館にかかる調整・調査などの事業を実施している。 

情報システム運営部においては、公開・非公開の HP および WEB 会議等における情報システム部の
役割の検討を行っている。 

水族館部においてはイルカを含む繁殖支援事業を継続したほか、WAZA 水族館委員会との熱帯性生
物の持続可能な入手に関する意見交換会等を行った。 

1．執行体制 
(1) 構成 

委員会：委員長、副委員長、委員３名 
   情報システム運営部：部長、部員２名 
   水族館部：部長、部員 5 名 

(2) 委員会、部会の開催 
次の委員会・部会を開催し、関係事業を実施するため、議題に基づく意見交換、検討、問題解決、意
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思決定等を行った。 
    1) 総務委員会 
  ・将来構想 2025 における総務委員会のアクションプランについてメール協議で検討 

・課題対応検討部会 （９月以降月１回程度開催） 開催方法：オンライン会議 
    委員長、部に所属しない総務委員及び事務局、顧問による課題等の検討を行うほか、三役と執行委

員会との意見交換を行った。 
【議事内容】  
・総務委員会の所掌事務に関する最近の課題・検討事項を抽出し、 

① 正会員／維持会員の会費見直し 
② アニマルウェルフェア（ＡＷ）規程の制定に伴う入会審査手続きの見直し及び正会員／維持会員

の関連企業等の活動と現行の倫理規程等の改正の検討 
を行っていく。 

・3 役と総務委員会・生物多様性委員会との意見交換（2 月 7、13 日） 
JAZA 非加盟施設への動物移動に係るアニマルウェルフェアに関する考え方の意見交換 

2) 情報システム運営部会 
    ・事務局ならびにシステム運営会社との調整（随時） 

開催日：2025 年 6 月 23 日     開催方法：ウェブ会議 
     議 題 公開 HP の魅力向上について 

① 緊急性の高い項目の修正 
② 動物検索ページにおける画像収集について 
③ その他（CPOS の不具合対応ほか） 

3) 水族館部会 
     開催日：2025 年 7 月 8 日    開催方法：対面 
     議 題：イルカ類合同計画推進会議／イルカ類新生児育成のための人為介入ワークショップ準

備、繁殖支援事業の状況、種保存会議での発表について 
開催日：2026 年 2 月～3 月（臨時） 開催方法：メール協議  
議 題：①水族館部事業の今後の展開、②海洋公園・水族館連合(AMMPA)2026 年次会合への

出席者、について協議 
  ４）アニマルウェルフェア部会 

開催日：2025 年 6 月 28 日  開催方法：オンライン会議 
議 題：各ブロックで WAZA 施設会員以外のＪＡＺＡ会員施設に対するアニマルウェルフェア

(AW)評価を実施するため、部員の役割分担等を検討するとともに、地域委員会各ブロ
ックと監査実施についての調整を検討した。また、AW 評価を実施した施設に対する証
明書発行手続きを整理した。 

開催日：2025 年 10 月 7 日 開催方法：オンライン会議 
議 題：下半期の各ブロックの AW 評価及び前年度の AW 評価の進捗確認、 WAZA アニマ

ルウェルフェア戦略（改訂版）の翻訳作業の進め方の検討、R8 年度 AW 評価員養成
研修の日程・内容に関する打ち合わせ 

開催日：2026 年 2 月 24 日 開催方法：オンライン会議 
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議 題：AW 評価のブロック別進捗の確認、地域ブロック研修会での AW 評価制度等の情報提
供、R8 年度 AW 評価員養成研修日程の検討 

 
2．事業の実施 

情報システム運営部 
(1)公開ページの魅力向上 
 ・将来構想 2025 の情報追加 
 ・見やすさの改善（リスト表示の整理等） 
 ・飼育動物検索ページの画像充実（画像提供の会員円環への呼びかけと更新、問い合わせ対応） 
 ・協会へのご支援のお願いページの新設（文化庁 R７博物館機能強化推進事業の一環） 
2)会員専用ホームページの利便性向上 
 (3)CPOS の維持管理 

・不具合の対応（飼育動物数調査に伴う問い合わせ対応） 
水族館部 
(1)繁殖支援事業 
・イルカ類新生児育成のための人為介入ワークショップ開催 2025 年 7 月 9 日 
(2)アラスカ州の動物保護政策について関連機関と情報交換 
(3)令和 7 年度第 1 回鯨類プロジェクト会議オブザーバーとして出席 
 
アニマルウェルフェア部 
（1） アニマルウェルフェア評価証明 

８月６日に開催された執行理事会で手続きについて了解を得て、評価終了園館に順次、証明書を
発出 

（2） 各ブロックでのアニマルウェルフェア評価 
所属園館の評価を 2024 年度から 5 年間で 1 回実施するため、各ブロックが当該年度の評価対

象園館を選定し、評価を実施した。評価が終了した園館には評価結果証明書を発出した。 
（3） アニマルウェルフェア評価に関する資料等の提供 

・アニマルウェルフェア方針（案）策定ガイドラインの JAZA 会員ページへの掲出 
会員施設における方針策定にむけ、WAZA 施設会員向けへの情報提供だけでなく、会員ホー

ムページに掲載し、策定を促進した。 
     ・WAZA アニマルウェルフェア戦略（改訂版）の翻訳作業 

2025 年 10 月に WAZA が公表した改訂版の戦略について、教育普及委員会と連携して翻訳
作業を行っていくこととし、検討会とメール等での翻訳作業の進め方を検討した。2026 年中に
和訳版を完成させるスケジュールとなった。 

  
３. その他 

(1)後援名義等の審査  43 件 
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Ⅲ 教育普及委員会事業  
本委員会を構成する教育研修部・普及啓発部の両部において部会会議を開き、令和７年度の事業に関

する準備・実施等に関する討議・打ち合わせを経て、諸事業が遅滞なく実施されるように努めている。 
環境省との「生物多様性保全の推進に関する基本協定」に基づく事業や取り組み等には積極的な関与

を継続し、（公社）日本動物園水族館協会の存在意義や保全活動内容を社会に広く周知するために努力
している。 

「国連生物多様性の 10 年日本委員会（UNDB-J）」の後継事業である「2030 生物多様性枠組実現日
本会議（J-GBF）」へ参画している。 

1．執行体制 
 (1) 構成 

委員会：執行理事１名 委員長 1 名 副委員長 1 名 委員２名 
教育研修部：部長 1 名 部員 6 名 
普及啓発部：部長 1 名 部員 5 名 

 (2) 委員会・部会の開催 
   第1回教育普及委員会会議   

開催日：2025年6月19日 開催方法：対面（マリンワールド海の中道）・オンライン併用 
   議 題：①執行理事就任、執行理事と教育普及委員長の役割整理 
       ②教育研修部・普及啓発部の活動について 

教育普及委員会臨時会議  
開催日：8月4日 開催方法：ウェブ会議 

    議 題：執行理事会議案検討（新飼育ハンドブック改訂） 
教育普及委員会臨時会議  

開催日：8月29日 開催方法：ウェブ会議 
    議 題：飼育技師受験料改定について 

  教育研修部 
1)  第1回教育研修部会  

開催日：2025年6月18・19日 開催方法：対面（マリンワールド海の中道）・オンライン併用 
議 題：①新体制確認（執行理事着任、新規部員参加） 

②飼育技師試験について（上級・一般）問題、採点、受験料改定等 
③スケジュール確認 
④今後の課題（上級試験の今後、飼育ハンドブック改訂等） 
⑤JAZA将来構想2025とアクションプラン検討 /その他 

２）教育研修部 臨時会議  
開催日：2025年９月5日 開催方法：ウェブ会議 
議 題：①飼育技師試験受験料改定について 

②試験開催案内の記載内容の確認 
③問題作成の進捗確認、今後の予定確認 

   ３) 教育研修部臨時部会 
      開催日：2025年11月18日 開催方法：ウェブ会議 
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        議 題：①飼育技師試験の詳細調整（試験問題、応募状況、採点者、スケジュール等） 
②その他（将来構想アクションプラン、受験料値上げ、WAZA訳本、新・飼育ハンド

ブック改訂） 
      ４） 第2回教育研修部会 
       開催日：2026年1月29-30日  開催方法：対面会議（上野動物園会議室） 

     議 題：①飼育技師試験の結果について（上級・一般） 
②来年度の内容について（試験問題出題等） 
③受験料改定について 
④来年度の試験スケジュール確認 
⑤WAZA 冊子「Reverse the Red」の日本語翻訳本の発行 
⑥新・飼育ハンドブック改訂 
⑦その他（JAZA 将来構想 2025 とアクションプラン確認等） 

 
      普及啓発部 

1) 第1回普及啓発部会  
開催日：2025年4月18日 開催方法：ウェブ会議 
議 題：①動物愛護標語コンクール50回記念企画について 

②今年度実施事業について（参加型研修会等） 
③その他 JAZAネイチャーポジティブ宣言の確定 

２）普及啓発部会 臨時会議  
開催日：2025年9月19日 開催方法：ウェブ会議 
議 題：①参加型WSの進捗・開催案内の確認 

②JAZA将来構想のアクションプラン検討 
③動物愛護標語コンクール50周年イベント進捗・人員確認 /その他 

3)  第3回普及啓発部会 
      開催日：2026年3月18日 開催方法：対面（上野動物園） 
         議 題：①今年度の参加型WS実施報告 

②来年度・それ以降の参加型WS検討 
③その他の来年度の活動について（愛護週間中央行事、新規研修会の検討） 
④JAZA将来構想2025のアクションプランへの対応検討 

 
2. 教育研修部事業 
 (1)  飼育技師資格（一般・上級）認定試験 

     2025年 9月16日 案内・要綱を告知 
   2025年10月 1日 一般の試験問題集、試験範囲（一般・上級）資料掲載 
   2025年10月 1日～10月15日 今年度の飼育技師資格認定試験申し込み受付 
   試験日 2026年1月15日  

受験者 493名（上級93名、一般動物246名、一般水族154名） 
   2026年2月24日 認定委員会（書面開催） 
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   合格発表 2026年3月10日    
（上級58名【合格率62％】、一般動物209名、一般水族131名【動物水族85％】） 

  ・4回目となる上級試験の設問について穴埋め以外の設問を作成・出題 
  ・2026年度から受験料改定 

 (2)  WAZA冊子「Reverse the Red」の日本語翻訳本の発行準備 
     英語から日本語への翻訳実施（土井副委員長） 
   教育研修部にて確認作業、印刷委託進行中（来年度発行予定） 
（3）新・飼育ハンドブック改訂 
  ・2025年度末までに編集作業部会を設置 ※内規の整備 
  ・2026年6月に編集部員への委嘱 
  ・各委員会へ編集作業部会への参加を依頼 

（総務委員会、安全対策委員会、生物多様性委員会、調査研究委員会、地域委員会より各1名） 
  ・監修者の委嘱を検討 
  ・2026年度執筆者の選定、更新内容の検討 
  ・2027年度執筆依頼、原稿取りまとめ 

3．普及啓発部事業  
（1）動物園・水族館参加型研修会（ワークショップ） 

  ・動物園 
   場 所：宇都宮動物園 

開催日：2025年12月10・11日 
   テーマ：動物のうんちを活用した体験型プログラムの開発 
   参加者：29園館・35名 

・水族館 
   場 所：島根県立しまね海洋館 

開催日：2025年12月22・23日 
   テーマ：生き物でつながる多様なこどもたち～動物園・水族館で取り組むインクルーシブ教育～ 
   参加者：18園館・21名   

(2)  JAZA主催の動物愛護に関する標語募集 
   ・環境省の後援 

・ポスター、メダル等の発注 
・動物愛護標語コンクール 50 周年イベントの実施 

動物愛護フェスティバル「生きている。を表現してみよう！」 
―動物愛護に関する標語コンクール第 50 回記念フォーラム― 
2025 年 11 月 30 日（日）10:00-12:00 よこはま動物園ズーラシア 「ころこロッジ」 

  出 演：村田 浩一：JAZA 会長（よこはま動物園ズーラシア園長）、 江戸家猫八師匠が登壇 
参加者： 24 組 37 名 
内 容： ① 江戸家猫八師匠と村田会長のトークセッション 

② みんなで「動物愛護標語 50 年間大賞！」を選ぼう 
・グランプリ「知る事が 動物救う 第一歩」（第 41 回 平成 28 年度大臣賞） 
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・準グランプリ（第 24 回 平成 11 年度大臣賞） 
「かえるがたくさん鳴いている とんぼがいっぱい飛んでいる ぼくのうちのたなだ」 
 

(3) 環境省主催のイベントへの参加 
・「どうぶつ愛護フェスティバル」 

９月 23 日 屋内行事（国立博物館平成館講堂） 
村田会長から標語コンクール入賞者へ賞状授与 

11 月 15 日 屋外行事（上野公園） 
JAZA として参加（JAZA の普及啓発と缶バッジ作りワークショップ） 

(4) ネイチャーポジティブに関する環境省との連携 
・2030 生物多様性枠組実現日本会議（J-GBF）行動計画の進捗を追記して提出 
・６月９日 J-GBF 幹事会に参加（オンライン参加 村田会長、金子委員長） 
・６月 19 日 JAZA ネイチャーポジティブ宣言 J-GBF サイトに掲載（宣言日：2025 年 6 月 15 日）  
・８月６日 J-GBF 幹事を金子委員長から村井理事に交代 
・８月 13 日 JAZA ネイチャーポジティブ宣言 JAZA 会員 HP 掲載 
・８月 18 日 JAZA ネイチャーポジティブ宣言 公開 HP お知らせに掲載 

   ・９月９日  J-GBF 総会に参加（オンライン参加 村田会長、村井理事） 
・2026 年 1 月 26 日 30by30 アライアンスコアメンバー会議（オンライン参加 村井理事） 
・2 月 6 日 第 10 回行動変容ワーキンググループ（オンライン参加 村田会長、村井理事） 
・3 月 10 日 企画委員会（オンライン参加 村田会長、村井理事） 

(5) サバ州保全活動プロジェクトへの協力 
・2026 年 3 月 7 日 サバ州生物多様性保全普及啓発講演会、プログラム WS  

会場：豊橋総合動植物公園 金子委員長が参加 
(6) 海の学びフォーラムへの参加 
 ・2026 年 3 月 27 日 海上普及啓発部長参加 
(7) 生物多様性委員会との環境省関連教育普及事業での協働 
 ・2026 年 2 月 27 日 令和 7 年度生物多様性保全の推進に関する連絡調整会議 環境省で開催  

村井理事、金子委員長、海上普及啓発部長が参加 
 

Ⅳ 安全対策委員会事業 
安全対策部、災害対策部、感染症対策部が、事故や災害、感染症等に対する事前の準備と予防対策、発

生時の対応などについて、会員園館への情報発信等の事業を行っている。 
安全対策部は、安全な飼育や施設管理のための会議開催、事故防止のための情報提供などを行った。 
災害対策部は、台風等による大雨被害や地震被害等の情報収集を行い情報共有した。 
感染症対策部は、国内外での感染症事例について、会員園館への情報共有と注意喚起を行った。 

1．執行体制と各部の課題対応 
   (1) 執行体制 

安全対策委員会：執行理事１名、委員長 1 名、副委員長 1 名（部長兼務） 
安全対策部 ：部長１名、部員 6 名 
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災害対策部 ：部長１名、部員 13 名 
感染症対策部：部長１名、部員 4 名（1 名欠員） 
 

(2) 各部の検討課題対応 
安全対策部 ： 

・年度後半に重大な事故が複数回発生したため、現地調査実施 2 件、注意喚起文発出 
 ・安全なふれあいの実施（事故防止、感染症対策等）に関する注意喚起を検討 

災害対策部 ： 
・自然災害発生及びその恐れのある場合の連絡・情報共有基準を、大雨などで警戒レベル 4(避難指示)

以上、震度 5 強以上の地震発生時とした 
・ブロックごとに災害発生時に、災害対策部員に連絡と情報共有できる体制整備（動物園 1 名、水族館

1 名、7 ブロック計 14 名体制） 
感染症対策部： 

・国内で発生している高病原性鳥インフルエンザなどの情報を収集するとともに会員園館向けの注意
喚起と情報発信を行った。 
 

2．安全対策部事業 
(1)各種会議の開催：次の会議を現地参集により開催した。 

大型動物麻酔研究会 盛岡市動物公園 ZOOMO  2025 年 10 月 15・16 日 
設備会議      アトア 2025 年 11 月 26・27 日  
ゾウ会議      円山動物園 2025 年 10 月 21・22 日 

(2)HP における注意喚起：以下注意喚起を実施した。 
11 月 26 日 掲示板 No.3458 飼育業務における安全対策の徹底について(注意喚起) 

(3) 部会開催 
第 1 回：9 月 6 日 ウェブ会議 
第 2 回：3 月 10 日 ウェブ会議 

３．災害対策部事業 
(1) 新たな災害対策部の連絡体制整備 
(2) 災害発生への対応：災害発生と共に被害状況等の情報収集を行った。一部に臨時休園館はあった  

ものの、いずれも大きな被害は無かった。 
対応した災害： 

・７月 3 日 トカラ列島にて震度６弱地震。近隣に園館なく被害なし。 
・７月 30 日 カムチャツカ半島沖地震により日本各地に津波警報・注意報発令。臨時休園はあった

ものの被害なし。 
         臨時休園：30 日/登別ニクス、ふくしま、鴨川、品川水、鳥羽、伊勢シー、玉野 
              31 日/ふくしま 

・８月８～11 日 九州・中四国を中心とした豪雨。各地で軽微な被害や臨時休園あり。 
          宮崎フェニックス：８日、落雷により放送設備故障。 

到津の森：10 日夜間開園中止。 
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          九州自然動物公園：10 日、夜間停電、被害なし。 
大牟田：10 日、落雷によりエアコン・浄化槽に被害あるも通常開園。 
熊本市動植物園：11 日臨時休園。 

園内各所・駐車場・周辺道路冠水。動物・人的被害なし。 
長崎ペンギン：11 日、瞬間停電、雨漏りあるが通常開館。 
久留米市鳥類センター：11 日臨時休園。 
安佐動物公園：11 日臨時休園。周辺道路通行止めのため。 

   ・８月 16 日 しながわ水族館にて、15 日夜間に公園の電源引込幹線が漏電のため全館停電。 
          飼育管理不能となった生物をサンシャイン水族館と下記園館に搬出。 

ｱｸｱﾊﾟｰｸ品川・八景島シーパラダイス：デバスズメダイほか熱帯系海水魚、マアジ 
さいたま水族館：ムサシトミヨ 
足立区生物園：イワナほか冷水系淡水魚 
８月 20 日に電源復旧。８月 25 日に避難生物帰館。 
８月 30 日営業再開（一部ショーや展示は休止） 

 ・８月 20～21 日 北東北で豪雨。被害園館なし。 
 ・８月 21 日～22 日 台風 12 号が九州南部に上陸。 

          平川動物園：多少の土砂が園路に流出も大きな被害なし。 
          宮崎市フェニックス動物園：サマースクールとプール営業は中止。被害なし 
          かごしま水族館：閉館時間に来場者 160 名が帰宅困難となり館内を一時開放。 
   ・９月 2 日 秋田県にて豪雨により河川氾濫や冠水あり。被害園館なし。 
   ・９月 4～5 日 台風 15 号が上陸。被害園館なし。 
          とくしま動物園：４日午後４時～５日終日臨時休園。 
          富士サファリ：５日午後休園。 
          伊豆ｱﾆﾏﾙｷﾝｸﾞﾀﾞﾑ：５日午後休園。  

・11 月９日  岩手県で地震に伴う津波注意報発令。被害園館なし。 
 ・11 月 25 日 熊本県で震度５強の地震。被害園館なし。 

   ・12 月８日  青森県で震度６強の地震。被害園館なし。  
 ・１月６日   島根県で震度５強の地震。被害園館なし。 
(3)会員ホームページにおける注意喚起：以下注意喚起を実施した 

 6 月 9 日 掲示板 No.3375 加盟園館での猛暑対策について（情報提供） 
(4)能登半島地震を教訓に、現状に即した定款の見直しを検討 
(5)首都直下型地震等への対策の調査研究 
・事務局機能移転場所検討 

(6)部会開催 
第 1 回：4 月 25 日 ウェブ会議 

４．感染症対策事業 
(1) 全国的に注意を要する感染症の監視、情報収集、注意喚起の実施 
・環境省、厚労省との情報共有、連絡会議への参加 
 7 月 9 日 飼養鳥に関する高病原性鳥インフルエンザ対応の合同ヒアリング 現地会議 
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 10 月 22 日 飼養鳥へのワクチン接種試行に関する意見交換会 ウェブ会議 
(2)HP における注意喚起：以下の情報提供と注意喚起を実施 
・5 月 7 日高病原性鳥インフルエンザの発生について（情報提供：野生のアザラシ及びラッコ） 
・11 月 25 日高病原性鳥インフルエンザの発生について（注意喚起） 

(3) 高病原性鳥インフルエンザ感染症対策 
・発生事例確認及び情報収集、注意喚起の実施 
・鳥インフルエンザ対応の講習会を環境省と協力して実施 

  (4) 高病原性鳥インフルエンザ実務実習開催 
・9 月 9 日 環境省主催 「動物園等における HPAI 対応のための講習会及び現地実務実習」 

（九州沖縄ブロック：到津の森公園） 
         → 50 名参加 座学及び PPE の着脱、簡易検査、検体梱包等の実務実習  

・10 月 14 日 環境省主催「動物園等における HPAI 対応のための講習会及び現地実務実習」 
（関西ブロック：天王寺動物園） 

         → 47 名参加 座学及び PPE の着脱、簡易検査、検体梱包等の実務実習 
(5) HPAI 治療薬の購入及び備蓄 

   令和 5 年に購入し備蓄した HPAI 治療薬（ゾフルーザⓇ）の使用期限（約 2 年）が迫ったため、う
ち 1 部を補充し、例年発生する地域に近接する２園館（おたる水族館・鹿児島市平川動物公園）に
備蓄し、10 月 27 日加盟園館へ周知した。 
 

Ⅴ 生物多様性委員会事業  
環境省と締結している「生物多様性保全の推進に関する基本協定書」に基づき実施している保全活動や

科学的知見の集積は着実に成果をあげている。特にライチョウについては、野生復帰事業をいったん終了
し、来年度以降は域内個体群のモニタリングと野生復帰に資する遺伝的多様性を保った生息域外保険個体
群の創出および維持のフェーズに入り、人工繁殖技術の確立が不可欠となっている。ミヤコカナヘビも年
度内試験放野に向けた調整に入っている。トゲネズミ類もアマミトゲネズミで集積した知見をもとに、オ
キナワトゲネズミもしくはトクノシマトゲネズミの生息域外保全に向けた計画の検討に入った。これらの
事業を円滑に進めるため、保全戦略部と種保存事業部が連携して対応にあたる必要がある。また、協定に
基づく事業実施対象種は長年変わっていないことから、今後、見直しを図っていく必要がある。 

(一社)水族館協会と保全に関する包括的な協定に基づき、希少淡水魚の保全活動で魚類類別作業部会と
連携した取り組みが始まっている。今後、「保全」の枠組みで、組織の枠を超えた連携を進めていく必要
がある。 

世界動物園水族館協会(WAZA)が進める 2027 個体群管理目標（WAZA 2027 Population Management 
Goal）と 2030 保全目標（WAZA 2030 Conservation Goal）への JAZA としての取り組みを進めている。
東南アジア動物園水族館協会(SEAZA)及びその加盟地域協会との連携強化も図っている。各地域との国
際的な連携は積極的に推進していく必要があり、国内外の様々な機関との協働の機会を増やし保全活動の
幅を広げることで、飼育下個体群の安定的維持など、より具体的な活動及び成果に結び付けていくことが
期待できる。また、ブータン王立自然保護協会と技術支援協力に関する MOU を締結し、JAZA 加盟園館
等から職員を派遣するなどした。また、国際的な動物交換は、欧州だけでなく東南アジアとも積極的に推
進していく必要があり、国内外の外部機関との協働の機会を増やし保全活動の幅を広げることで、より具
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体的な活動及び成果に結び付けていくことが期待できる。 
アニマルウェルフェアに対する関心は高くなっており、生物多様性保全だけを理由にした動物交換等

は、対外的な説明などを考えると難しくなってきている。種の保存とアニマルウェルフェアをいかに両立
させていくかは、生物多様性委員会内だけで解決できない問題でもあり、他の委員会と協力しながら解決
策を見出していきたい。 
 

1．執行体制 
(1) 構成  

    生物多様性委員会：執行理事、委員長、副委員長、委員 5 名（うち外部委員 3 名） 
 国際保全事業部：部長、部員 4 名 
 保全戦略部：部長、副部長、部員５名 
 種保存事業部：部長、副部長 2 名、部員 10 名 ※種保存事業部長は副委員長兼務  

 (2) 委員会、部会の開催 
    次の委員会・部会を開催し、関係事業を実施するため、議題に基づく意見交換、検討、問題解決、  

意思決定等を行った。また、Zoom を活用したオンライン会議を必要に応じて随時開催した。 
   1) 第 1 回 生物多様性委員会 

開催日：2025 年 4 月 26・27 日  
開催地：名古屋港水族館・web 併用 
出席者：委員長、副委員長、委員（各部長） 
類別事業調整者（種保存事業の進捗状況確認のみ web 参加） 
議  題：令和 7 年度事業計画、各部の課題・委員会業務全般に関わる懸案事項、 
    種保存事業の進捗状況確認 

2) 第 2 回 生物多様性委員会（三部合同会議） 
開催日：2025 年 6 月 26・27 日  

（会期中、国際保全事業部会、保全戦略部会、種保存事業部会をそれぞれ開催） 
開催地：井の頭自然文化園・web 併用 
出席者：委員長、副委員長、委員（各部長）、外部委員、部員 
議  題：6 年度事業報告及び R7 年度事業計画の概要報告、R7 年度事業の課題 

3) 第 3 回生物多様性委員会 
        開催日：2025 年 12 月 4 日 
        開催地：恩賜上野動物園 
        出席者：委員長、副委員長、委員（各部長） 
        議 題：Ｒ7 年度事業報告・R8 年度事業計画概要 

R8 年度事業の課題、各種懸案事項の検討 
4）国際保全事業部会 
  メールでの意見交換、情報共有を適宜実施 
5) 保全戦略部会 

開催日：2025 年 11 月 6 日 
開催地：web 
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出席者：部長、副部長、部員 3 名 
議  題：将来構想アクションプラン、種保存会議、事業計画・予算 
 

6) 種保存事業部会 
メールでの意見交換、情報共有を適宜実施 

２．主な検討課題の対応状況 
(1) 国際保全事業部 

1) 世界的な組織や計画およびアジアをはじめとする各地域の組織や計画との連携の推進 
2) 国際的な事業や計画への積極的な参画 
3) 国際的な動物情報データベースシステムの導入拡大および活用の推進 
4) 他の地域協会との個別の連携事業の企画および実施 
5) マレーシア・サバ州との生物多様性保全に関わる連携事業の推進 
6) ブータン王国の鳥類保全に関わる支援事業の実施 
7) ブラジル動物園水族館協会との連携協定（MOU）に基づく具体的事業の検討 
8) 経済産業省との連携の強化 
9) 国際的な人材育成の推進 

(2) 保全戦略部 
1) 環境省との協定に基づく事業の推進 
・環境省からの『「生物多様性保全の推進に関する基本協定書」に基づく絶滅危倶種の保全に係る取組
の実施に関する協力依頼』に基づき、以下の種で保全事業を推進。 

協定第３条第２項に基づく事業：ツシマヤマネコ・ライチョウ・ミヤコカナヘビ・ 
ハカタスジシマドジョウ 
協定第３条第７項に基づく事業：トゲネズミ類・タンゴスジシマドジョウ 
協定第３条第８項に基づく協力依頼：小笠原産希少陸生貝類、沖縄産希少陸生貝類 
2) 配偶子バンク事業（ZARAS との連携事業を含む）の推進 
・各施設の配偶子保存を進めるため、以下の施設に液体窒素タンクを設置し、配偶子保存を推進。 
・配偶子タンク設置施設 

横浜市立よこはま動物園繁殖センター、八木山動物公園、多摩動物公園、東山動物園、神戸どうぶ
つ王国、名古屋港水族館、マリンワールド海の中道 、海遊館、宇部市ときわ動物園、天王寺動物園、
那須どうぶつ王国 

・鯨類プロジェクト推進園館としてタンク設置 
マリンワールド海の中道、名古屋港水族館、神戸須磨シーワールド、沖縄美ら海水族館、 
かごしま水族館 ※園館の重複があるが、別のタンクである 

・神戸どうぶつ王国で保管する、神戸大学故楠先生収集の配偶子の融解試験を実施するなど、保管中
の配偶子の整理を進めている。 

・ZARAS との連携事業については、「ツシマヤマネコの精液性状の解明、凍結保存法の確立及び遺伝
資源の保存」を優先課題として実施し、対馬の環境省ツシマヤマネコ野生順化ステーション飼育個
体において採精を実施（カテーテル法：12×10６個、電気刺激：51.8×104 個）。一部を凍結保存し
た。死体収容個体から精巣還流を実施したが、良好な精子は採取できず。 
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3) 種保存事業の推進のための各種共同研究の実施 
・岐阜大学応用生物科学部動物繁殖学研究室との共同研究の覚書に基づく事業を以下の種を対象に実

施。アムールヒョウ、ユーラシアカワウソ、スマトラトラ、ユキヒョウ、キリン（アミメキリン、マ
サイキリン）、ゾウ（アジアゾウ・アフリカゾウ）、ミナミシロサイ 

4) 個体群管理講習会等、人材育成に資する支援活動の推進 
・個体群管理講習を、12 月 6・7 日開催 受講者 15 名（種別計画管理者、個体群管理者、専門技術員、

その他個体群管理に今後携わる者） 
 

(3) 種保存事業部 
1) JCP の推進 
① 種管理計画の評価 
・4 月 26 日開催の生物多様性委員会の中で全管理種の種保存計画の状況を確認した 
・JCP カテゴリーは随時見直しを行っている 
② 海外との連携 
ⅰ 国際会議に参加する際の通訳は引き続き課題 
ⅱ 大型動物の検疫ができる施設は、いくつか計画が出ている 
ⅲ 厚生労働省、農林水産省の特別措置でサルの輸入禁止地域であるシンガポールからオランウータン

を輸入する計画を実施 
ⅳ レッサーパンダなど海外施設への輸出も適宜実施 
③ 非会員施設との連携 

非会員施設に管理種を移動させるにあたり、アニマルウェルフェアの観点から施設運営、飼育環境の
確認を行っているが、改善までに時間を要する場合がある 

④ 業務体制 
副部長を 2 名任命し、業務の分散を図っている 

３．事業の実施 
（1）国際保全事業部 

1) 国際的な連携、協働を要する展示生物の継続的確保や保全への取り組みに関する事項 
① 国際会議の開催 

ⅰ JAZA 年次総会への海外関係組織の招聘ならびに参加対応（通訳を含む） 
WAZA、Wild Welfare、Species360 の代表を招聘し JAZA の状況説明や勉強会を実施 

ⅱ 種保存会議への海外関係組織の招聘ならびに参加対応（通訳を含む） 
SEAZA やその加盟地域協会、地域協会設立準備中の UAE の複数施設から代表を招聘し個体群
管理に関する連携を協議 

ⅲ 第 4 回アジア地域協会連携会議開催に向けた調査・検討 
費用対効果を考慮しつつ継続的に検討 

② 国際会議への参加 
ⅰ WAZA 総会参加（コロンビア カリ） 

JAZA 将来構想 2025 を紹介、複数のパネルディスカッションで JAZA の状況を紹介 
ⅱ CPSG 総会参加（コロンビア カリ） 
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国際的なバイオバンクについての協議を実施 
ⅲ WAZA 個体群管理目標ワークショップ（27PMG Capacity Workshop） 

アメリカ合衆国シアトルで開催された会議において JAZA の状況に基づく意見を表明 
ⅳ WAZA 個体群管理委員会(CPM)会議参加（オンライン） 

2027 個体群管理目標の進捗状況等に関する情報収集 
③ アジアおよびその周辺地域でのネットワーク構築やそのサポート事業 

ⅰ SEAZA 総会参加（シンガポール） 
個体群管理ネットワーク構築セッションにおいて JAZA の状況を説明、連携強化を推進 

ⅱ 中国動物園協会との連携強化に向けた調整 
中国動物園協会の会長他執行部と連携強化に向けた会談を実施（6 月 29 日） 
中国動物園協会の種保存会議への参加に向けた調整を実施（最終的に欠席） 
加盟園館の協力により中国動物園協会の個体群管理情報を入手 

ⅲ SEAZA との飼育下個体群管理に関する連携事業の推進 
JAZA の有蹄類事業調整者や作業部会と SEAZA の有蹄類 TAG（類別事業部会）の連絡調整を
実施 
複数の SEAZA 加盟施設の JAZA レッサーパンダ個体群管理計画への加入を調整。加盟。 

④ 海外協会との連携事業 
ⅰ WAZA2027 個体群管理目標（WAZA 2027 Population Management Goal）への対応 

JAZA の対応を検討し、準備を開始 
ⅱ WAZA2030 保全目標（WAZA 2030 Conservation Goal）への対応 

JAZA としての条件を検討し、WAZA の保全・持続可能性委員会に提案 
ⅲ 国際血統登録担当者の変更に関する照会への対応 

WAZA の CPM より各地域協会に対して行われる担当者変更照会に対応 
（ハゲトキ、コスミレコンゴウインコ、マダガスカルクロトキ、 
アルバガラガラヘビ、アオコンゴウインコ、ゲラダヒヒ、ジャコウウシ） 

ⅳ ブラジル動物園水族館協会(AZAB)との包括連携協定に基づく事業の調整 
WAZA 会議において AZAB 代表者と協議し、具体的事業の推進について合意 

ⅴ アラブ首長国連邦動物園水族館協会との連携検討 
UAE での動物園水族館協会設立の進捗状況に関する情報を収集 

⑤ マレーシア・サバ州との生物多様性保全に関わる連携事業 
ⅰ 国内関係者会議 

事業推進に関する協議と情報共有のための会議を開催 
ⅱ 普及啓発事業の実施 

サバ州と加盟園館を繋いで両国の小学生を対象としたオンライン授業を複数回開催 
ⅲ サバ州野生生物局（SWD）との調整 

事業展開のためのスケジュールと取り組み内容の調整を実施 
⑥ ブータン王国の鳥類保全に関わる支援事業 

ⅰ 希少鳥類の生息域外保全に関する技術的助言及び支援の実施 
1 月 13 日から 1 月 20 日加盟園館職員 3 名をブータンに派遣し技術的助言及び支援を実施 
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ⅱ ブータン王国の保全事業担当者の人材育成の実施 
8 月 24 日から 9 月 1 日ブータン王国シロハラサギ保全施設の職員 2 名を日本に招き加盟園館
等での研修を実施 

     ⅲ シロハラサギ国際会議（2026 年３月 25・26 日）（ブータン ティンプー）への参加 
     村田会長、原専務理事、伊藤（栄養部長/東動協から派遣） 

⑦ 飼育下個体群管理のための飼育動物個体情報の管理共有推進 
ⅰ Species360 との個別協議の実施 

JAZA 総会に併せて（5 月 20 日）、および電子メール 
ⅱ ZIMS for Studbooks 講習会の開催（関東で 1 回開催）12 月 6・7 日 参加者 15 名 

個体群管理講習会の一環として開催 
ⅲ PMx の運用維持に係る負担への対応 

PMx の維持管理コストを世界各地の地域協会で負担することについて情報収集 
⑧ 海外情報の会員周知 

ⅰ 海外情報の HP などによる周知 
ⅱ 情報の翻訳委託 

2) 正会員所属園館の展示生物の収集に関する情報提供、助言及び支援に関すること（ただし、保全戦
略部に属する業務を除く） 

① 経済産業省との連絡調整会議開催 
開催日：2026 年 2 月 20 日(金) 14：00～ 
開催地：経済産業省（東京都千代田区霞が関 1-3-1） 
出席者：(JAZA) 専務理事、事務局長、生物多様性委員会副委員長、同国際保全事業部長、 
同部員（4 名） 
議 事：ⅰ動物の輸出入手続きについて 

ⅱ預託動物について 
ⅲその他 

② 必要に応じて、メール等により実施 
ⅰ マレーグマの入手情報の収集 

3) 種保存事業の実施に係る助言および支援に関すること（ただし、保全戦略部に属する業務を除く） 
① GSMP 対象種について、連絡調整の支援および助言を実施 
② その他事業 
4) その他国際保全業務に関する事項 

メール等により実施 
（2）保全戦略部事業 

1) 日本の動物園水族館の生物多様性保全戦略に関する事項 
① 生物多様性委員会としてのアニマルウェルフェアを含む保全戦略を検討する。 
・2025 年 6 月 26 日・27 日開催の第 2 回生物多様性委員会(三部合同会議)において、アニマルウェ

ルフェアへの対応及び個体群管理上の必要性に基づく安楽死処置について議論。種保存会議課題
討議のテーマとしても設置するなどして、検討を重ねた。 

② JCP の基本的な考え方について戦略的見直しを図る。 
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・大きな進展は無かった。引き続き検討を進める。 
2) 生息域内・域外の統合された保全への取り組みに関する事項 

① 生物多様性保全の推進に関する基本協定書に基づく取り組みの着実な推進 
ⅰ 環境省からの受託業務 

a) ツシマヤマネコ飼育下繁殖及び飼育管理に係る検討業務 
・令和 7 年度第 1 回飼育管理検討会議 2025 年 7 月 28・29 日 
・令和 7 年度第 2 回飼育管理検討会議 2025 年 9 月 16・17 日 
・会議の結果を踏まえ、令和７年-８年ツシマヤマネコ飼育下繁殖計画（案）を作成、環境省九

州地方環境事務所に意見照会の上、確定し、順次個体移動を実施 
b) ライチョウの野生復帰及び生息域外保全検討業務 

・動物園での繁殖個体を木曽駒ケ岳に放鳥する事業を実施。 
・乗鞍岳における野生ライチョウからの人工採精実施 2025 年 5 月 20～23 日 

ただし、5 月 22 日の人工採精手技中、保定個体が死亡し、以降、本業務は中断。 
・第３期ライチョウ生息域外保全実施計画に関する打ち合わせ 2025 年 10 月 2 日 
・令和 7 年度第 1 回飼育管理検討会議 2025 年 11 月 10・11 日 
      第 2 回飼育管理検討会議 2026 年 2 月 17・18 日 
・第 2 期生息域外保全実施計画が満了したことから、環境省の第三期ライチョウ保護増殖事業

実施計画に基づく第 3 期生息域外保全実施計画を策定し、取り組みを開始している。 
c) 希少野生動物の生息域外保全検討業務 
ア) トゲネズミ類の飼育管理検討業務 

・令和 7 年度アマミトゲネズミ飼育管理検討会議 2025 年 7 月 22・23 日 
・令和 7 年度第 1 回トゲネズミ類生息域外保全検討作業部会 2025 年 12 月 22 日 
・令和 7 年度第２回トゲネズミ類生息域外保全検討作業部会 2026 年 2 月 16 日 
・奄美大島におけるアマミトゲネズミの保全に関する普及啓発活動 2025 年 11 月 8 日 
・トクノシマトゲネズミまたはオキナワトゲネズミへの展開に向けた検討を開始している。 

イ) ミヤコカナヘビの飼育管理検討業務 
・宮古島市総合博物館におけるミヤコカナヘビ生体展示 2025 年 9 月 13 日～11 月 2 日 
・宮古島市総合博物館における講演会 2025 年 9 月 15 日 
・令和 7 年度中の試験放野に向けた調整を進めた。 

ウ) スジシマドジョウ類の飼育繁殖技術開発 
・タンゴスジシマドジョウに関する打合せ 2025 年 7 月 7 日 
・タンゴスジシマドジョウの飼育等に関する技術指導のための研修会 2025 年 12 月 9・10 日 
・令和 7 年度タンゴスジシマドジョウの生息域外保全の実施に向けた連絡会議 2026 年 2 月 9 
 日 
・令和 7 年度第 1 回ハカタスジシマドジョウ保全検討連絡会議 2025 年 10 月 27 日 
      第 2 回ハカタスジシマドジョウ保全検討連絡会議 2026 年 2 月 10 日 
・ハカタスジシマドジョウの飼育等に関する技術交流会 2026 年 1 月 19 日 
・ハカタスジシマドジョウに関しては、今後は試験放流が予定されている。 

エ) 希少野生動物の生息域外保全に関する連絡会議 
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・2025 年 8 月 25 日、2026 年 2 月 10 日に実施 
ⅱ 受託業務以外の取り組みの実施 

a) 小笠原産陸生貝類（カタマイマイ属など） 
・令和７年度第１回陸産貝類保全ワーキンググループ 2025 年 10 月 2 日 
・令和７年度第１回陸産貝類保全ワーキンググループ 2026 年 2 月 20 日 

b) 沖縄産希少陸生貝類 
・再導入を見据えて、計画管理者の設置を環境省から求められ、類別事業調整者及び計画管理

者候補を調整し、その後、環境省との打ち合わせを実施。引き続き調整を図る。 
c) 環境省担当官との連絡調整等 

・担当官の異動が年度当初と年度途中に行われるなどしているが、こまめな連絡調整を行い、
事業に影響が出ないようにしている。 

② IPPM-OＷS（コウノトリの個体群管理に関する機関・施設間パネル）との連携 
・国際保全事業部長が IPPM-OWS の副代表を、保全戦略部部長が IPPM-OWS 生息域内保全

作業部会の副部会長を務めているほか、コウノトリ計画推進会議を IPPM-OWS の生息域外
保全作業部会と共同開催するなど、IPPM-OWS の組織運営や活動を共同で実施している。 

・関東地域の野外繁殖個体を中心に、動物園職員が足環装着の支援業務にあたっている。 
③ 一般社団法人野生生物生息域外保全センターとの連携 

・令和 4 年度に包括協定を締結。ミヤコカナヘビの生息域外保全で JAZA と連携した取組を実
施。 

④ 岐阜大学応用生物科学部動物繁殖学研究室との覚書に基づく共同研究の実施 
・岐阜大学応用生物科学部動物繁殖学研究室との共同研究の覚書に基づく事業を以下の種を対

象に実施。アムールヒョウ、ユーラシアカワウソ、スマトラトラ、ユキヒョウ、キリン（ア
ミメキリン、マサイキリン）、ゾウ（アジアゾウ・アフリカゾウ）、ミナミシロサイ 

3) 正会員所属園館の展示生物の収集に関する情報提供、助言および支援に関する事項（ただし、国際
保全事業部に属する業務を除く） 

① 正会員所属園館からの要望に応じて随時適切に対処。 
4) 種保存事業の実施に係る助言及び支援に関する事項（ただし、国際保全事業部に属する業務を除く） 

① 個体群管理ハンドブックの制作検討 
・進展なし。引き続き検討を行う。 
② 個体群管理講習会 
       開催日：2025 年 12 月 6 日(土)13：30～17：00 

2025 年 12 月 7 日(日) 9：00～16：10 
開催地：（公財）横浜市緑の協会 本社会議室 
出席者：22 名（講師 7 名、受講者 15 名） 
内  容：①個体群管理における個体群統計学 

②個体群管理における遺伝学 
③ZIMS for Studbooks の使い方(応用) 
④ZIMS における個体群管理に有用なデータの参照方法 
⑤グループワーク（個体群登録データをもとにした分析） 
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⑥種別計画管理者/類別事業調整者に求められる能力 
⑦WAZA 個体群管理目標 

         ・年 3 回の開催を計画していたが、第 2 回、第 3 回については実施を見送った。 
③ 種保存事業の推進のための各種共同研究の実施 
・環境省との協定種を中心に大学等との連携した取組を行っている。 

④ 種保存事業作業部会、種別計画推進会議等への保全戦略部員の出席要請対応 
・各類の作業部会にはできる限り参加し、情報共有に努めた 

部員が出席した主な作業部会は次の通り 
霊長類、小型鳥類、ツル・コウノトリ・ キジ類、食肉類、魚類、有袋類 

⑤ 鯨類プロジェクトの推進 
・総務委員会水族館部と連携した取り組みを行った 
・推進園館が変更になり、以下のとおりとなった。（鴨川から神戸須磨に変更） 

マリンワールド海の中道、名古屋港水族館、神戸須磨シーワールド、沖縄美ら海水族館、かごし
ま水族館 

・2025 年 7 月 8 日・9 日に開催された鯨類合同推進会議に部員が参加 
・人工採精及び配偶子の保存を水族館部と連携して行った。 
・京都水族館からハンドウイルカ精液提供の申し出があり、2025 年 12 月 17 日に精液の輸送・凍

結保存作業および凍結用機器使用を実施した。提供精液の受取りと保存に係る職員を派遣し、2 射
精目（8.5 億/mL、2.5mL）と 3 射精目（7.4 億/mL、4.0mL）を回収。名古屋港水族館で凍結保
管した。 

5) 配偶子バンク及び遺伝子資源保存等に関する事項 
① 既存配偶子バンクの維持管理の実施 

配偶子タンクの設置施設：横浜市立よこはま動物園繁殖センター、八木山動物公園、多摩動物公
園、東山動物園、神戸どうぶつ王国、名古屋港水族館、マリンワール
ド海の中道 、海遊館、宇部市ときわ動物園、天王寺動物園、那須ど
うぶつ王国 

鯨類プロジェクト推進園館としてタンク設置：マリンワールド海の中道、名古屋港水族館、神戸
須磨シーワールド、沖縄美ら海水族館、かごしま
水族館（一部重複あり） 

ⅰ 液体窒素の充填 
定期的に実施している。 

ⅱ 維持管理のための消耗品等の購入 
例年、維持管理のための消耗品等の購入は年度末に指定施設からの請求に基づき実施してい
るが、今年度の請求はなかった。 

ⅲ 保存配偶子の検査及び廃棄等の整理、処分 
2025 年 7 月 24 日に神戸どうぶつ王国設置のタンクのうち 1 本での融解試験を実施。結果に
基づき今後の方向性を検討。 

② 配偶子バンク指定施設の新規指定時の初期費用 
2 施設の新規指定、1 施設の廃止があったが、横浜市立よこはま動物園繁殖センターは、指定管
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理者変更に伴う廃止と新規設置である。また、那須どうぶつ王国は、余剰タンクを利用したこ
とから、経費負担なし。 

③ 野生動物保全繁殖研究会大会への出席 
7 月に天王寺動物園を会場に開催。保全戦略部員の中川（神戸どうぶつ王国）、柏木（かごしま
水族館）を派遣 

④ ZARAS（動物園水族館繁殖研究アライアンス）との協定に基づく事業の実施 
「ツシマヤマネコの精液性状の解明、凍結保存法の確立及び遺伝資源の保存」を優先課題として

実施。・そのほか、各園の配偶子の受け入れを随時実施。 
6) ワシントン条約緊急保護動物の寄託管理に関する事項 ※経済産業省 

事務局対応。現時点で対応無し。 
7) 動物名検討事業に関する事項 

調査研究委員会へ移管されたことに伴う引継ぎ及び支援を実施 
8) 関係官公庁との連携協働に関する事項 

① 環境省：生物多様性保全の推進に関する連絡調整会議の開催 
開催日：2026 年 2 月 27 日（金） 15：00～17：30 
開催地：環境省第１会議室（22 階国会側） 
出席者：(JAZA) 会長、副会長、専務理事、事務局長、生物多様性委員会 担当執行理事、

委員長、副委員長、委員、保全戦略部担当部員、教育普及委員会 執行理事、委
員長、副委員長、普及啓発部長 

議 事：ⅰ生物多様性保全の推進に関する基本協定書に基づく取り組み状況報告 
ⅱ環境省からの話題提供及び提案事項 
ⅲ日動水からの話題提供及び提案事項 
ⅳその他 

② その他の官公庁：対応を要する案件がなく、実績なし。 
9) その他保全戦略業務に関する事項 

部員 1 名が退任。新規に１名就任。 
（3）種保存事業部事業 

1) 種保存事業の実施に関する事項 
① 令和 7 年度（第 24 回）種保存会議開催 

開催日：2025 年 12 月 5 日（金）～7 日（日）※12 月 6 日午後：公開シンポジウム 
開催地：新横浜プリンスホテル 5F シンフォニア（開催担当園館：横浜市立よこはま動物園） 
出席者：約 230 名 

② 類別作業部会開催 
有袋類その他作業部会 
霊長類作業部会 
食肉類作業部会 
有蹄類作業部会 
ペンギン類作業部会 
コウノトリ・キジ・ツル類作業部会 
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小型鳥類作業部会 
魚類作業部会 

③ 種別計画推進会議開催 
コアラ計画推進会議 
オオアリクイ計画推進会議 
ニシローランドゴリラ計画推進会議 
オランウータン計画推進会議 
チンパンジー計画推進会議 
テナガザル類計画推進会議 
シシオザル計画推進会議 
フランソワルトン計画推進会議 
アビシニアコロブス計画推進会議 
マンドリル計画推進会議 
キツネザル類計画推進会議 
スローロリス・マーモセット類計画推進会議 
マレーグマ計画推進会議 
ホッキョクグマ計画推進会議 
レッサーパンダ計画推進会 
コツメカワウソ計画推進会議 
ユーラシアカワウソ計画推進会議 
チーター計画推進会議 
アムールヒョウ計画推進会議 
トラ合同計画推進会議 
ユキヒョウ計画推進会議 
鯨類合同計画推進会議 
サイ 3 種合同計画推進会議 
マレーバク計画推進会議 
アジアゾウ計画推進会議 
キリン計画推進会議 
シロオリックス計画推進会議 
ニホンイヌワシ計画推進会議 
ケープペンギン計画推進会議 
コサンケイ計画推進会議 
ニホンコウノトリ計画推進会 
ルリカケス計画推進会議 
アカガシラカラスバト計画推進会議 
オガサワラカワラヒワ検討会 

④ 外部委員等有識者招聘 
テナガザル類計画推進会議 
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コツメカワウソ計画推進会議 
チーター計画推進会議 
ユキヒョウ計画推進会議 

⑤ ZIMS for studbooks 使用 
109 種で使用 

⑥ 種保存事業推進のための研究調査 
シシオザルてんかん研究 
国内飼育下ライオンの遺伝子解析に関わる研究 
DNA 解析によるタテガミヤマアラシの種判定調査 
スローロリスの給餌内容に関するアンケート 
大型類人猿のエンリッチメントに関するアンケート 

2) 初繁殖認定に関すること 
申請 20 種を審査し、18 種を認定した。 

3) その他種保存事業に関すること 
 日本ツル・コウノトリネットワーク会議 
10 月 18・19 日に豊岡市で開催され、鈴木副部長を派遣 

 
 

Ⅵ 調査研究委員会事業 
   調査研究委員会では JAZA 加盟園館における調査研究事業の発展、アニマルウェルフェアの向上を目
的とした学術研究、および調査を目的とした事業を実施した。新たに設立された MUFG 生物多様性保全研
究助成事業において、募集・選考を実施した。学術研究部は、各種研究会の開催や動物園水族館雑誌の刊行
を行うとともに、MUFG 生物多様性保全研究助成事業の実施に伴う実施要綱や応募要項の作成を行った。昨
年度まで動物福祉研究部より動物福祉監査グループが総務委員会に移ったことに伴い、動物福祉研究グルー
プが改めてアニマルウェルフェア研究部となった。アニマルウェルフェア研究部では動物福祉の向上を図る
ための調査研究・国際連携について議論した。栄養研究部においては、第 4 回栄養シンポジウムの開催を、
また国際連携の一環として SEAZA Nutrition Network(SNN)との研究活動を進めている。 
1. 執行体制 

(1) 調査研究委員会：担当理事 1 名、委員長 1 名、副委員長 1 名、委員 2 名 
1) 学術研究部：部長、部員 7 名で運営 
2) 栄養研究部：部長、部員 5 名で運営 

   3) アニマルウェルフェア研究部：部長、部員 7 名で運営  
2. 課題への対応状況 
  (1) 学術研究部  
     動物園水族館雑誌の英文投稿の対応による投稿規定の見直し、ABS 問題への対応のための投稿

者用チェックシートの見直し、またオンライン化を進めるためのアウトラインについて検討した。
また、MUFG 生物多様性保全研究助成事業について，第一回目の実施後要綱の改正などを行なっ
た。 

(2) 栄養研究部 
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栄養素・文献データベースの利活用の利便性向上のため実施したアンケート調査の取りまとめを
行っている。また他部との連携を図るための準備を進めている。 

   (3) アニマルウェルフェア研究部  
アニマルウェルフェアに関する研究のバックアップのための要望調査の実施、またアニマルウ

ェルフェア自体の普及にむけたシンポジウムなどを実施した。 
3.  事業活動報告 

 (1) 学術研究部 
   1) 動物園水族館雑誌の発行（年 4 回発行） 
   2) 技術者研究会の開催 

ⅰ 動物園技術者研究会 開催日：2026 年 2 月 3-5 日    開催場所：アドベンチャーワールド 
     ⅱ 水族館技術者研究会 開催日：2026 年 1 月 27-28 日  開催場所：葛西臨海水族園 
    ⅲ 海獣技術者研究会  開催日：2025 年 11 月 21-22 日 開催場所：のとじま水族館 
    ⅳ 各研究会の宿題調査 
   3) 研究成果の表彰に関する事項 
     技術者研究表彰、古賀賞（繁殖特別表彰）の推薦、およびベストプレゼンテーション賞・ベスト

ポスター賞を選出した※今年度、古賀賞推薦なし 
   4） MUFG 生物多様性保全研究助成事業に関する事項 
    ⅰ 10 月 10 日の部会において、第一回助成における課題を抽出 
    ⅱ 第二回の公募に向けた各種要項と審査体制などの見直しを実施 

(2) 栄養研究部 
   1) オンラインにおける部会開催：昨年度に実施した栄養・文献 DB に関するアンケート調査の結果

を共有した。アニマルウェルフェア研究部との連携を進めるため、これまでの活動概要の説明を行
った。 

2) 「希少鳥類の保全と栄養」をテーマとして一般来園者向けに保全栄養シンポジウムを開催（（公
財）東京動物園協会野生生物保全センターとの共催） 

      開催日：2026 年 2 月 28 日 多摩動物公園 
3） 2025 年度 第 1 回栄養研究部部会の開催 

      開催日：2026 年 3 月 1 日 多摩動物公園 
      飼料サプライチェーンの持続可能性維持に関するアンケート調査についての検討など 
   4） Mandai Wildlife Group との協力の元、動物園・水族館飼料の持続可能性に関する調査の実施や

SEAZA 他委員会との連携事業としてオランウータン・ベスト・プラクティス・ガイドラインの
作成を進めている。 

(3)  アニマルウェルフェア研究部 
1) アニマルウェルフェアに関する国際シンポジウム「動物を通して世界を知る、わたしたちを知る 

2025」を京都市動物園と共催。本シンポジウムに合わせて作成したアニマルウェルフェアに関す
るリーフレットをJAZAホームページに掲載 
開催日：2025年9月25～26日関係者向け 9月28日一般向け 

2) 「魚類に関するAWセミナー」を開催  開催日：2026年2月10・11日 名古屋港水族館 
3) 第30回「野生動物と社会」学会大会に部員を派遣し、テーマセッション「特定外来生物の防除に
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おける致死処置をめぐる課題」にて口頭発表を行った。 
開催日：2025年12月19～21日 早稲田大学 国際会議場 

4) ノッティンガム大学におけるアニマルウェルフェアに関するアンケートへの協力 
5) WAZA Animal Welfare Strategyの翻訳を総務委員会アニマルウェルフェア部との共同で着手 
6) 研究助成事業の需要調査 

 
Ⅶ 地域委員会・ブロック事業  

地域委員会は、協会の全国地域５ブロックを統括、指導、調整する組織で、地域園館の活性化、人材育
成、災害・安全対策など地域間連携、加盟園館・維持会員の拡大、地域での協会事業など次の事業を実施
した。 

1．執行体制 
   (1) 構成 
    委員会：委員長１名 副委員長１名 委員 3 名（ブロック代表理事） 

(2) 委員会の開催 
   1) 第 1 回地域委員会 
     開催日：2025 年９月 24 日  開催方法：ウェブ会議 
     出席者：委員長、副委員長、ブロック代表理事 3 名、専務理事、事務局長 
     議 題：① 各ブロックの会議・事業の進捗状況について（2025 年度上半期） 
         ② 理事会・執行委員会報告 

 ③ その他 
   2) 第 2 回地域委員会 
     開催日：2026 年 3 月 11 日  開催方法：ウェブ会議 
     出席者：委員長、副委員長、ブロック代表理事 3 名、専務理事、事務局長 
     議 題：① 各ブロックの会議・事業の進捗状況について（2025 年度下半期） 
         ② 理事会・執行委員会報告 
         ③ その他 
2．事業の実施 

(1) 地域園館の活性化に関する事項 
動物愛護精神の普及啓発及び地域との交流を図るため、次の事業を実施した。 

1) 幼児・児童動物画コンクール(北海道 9 園館、中国四国７園、九州７園館)  
2) 写生大会(中部 6 園館、中国四国３園、九州３園)  
3) 動物の作文コンクール(中国四国１園、九州２園) 
4) 干支の動物年賀状版画コンクール(宮崎県１園) 

(2) 地域での協会事業に関する事項  
会員園館職員の人材育成を図るため次の事業を実施した。 
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  1) 事務主任者会議 
    ブロック別     開催場所   開催年月日    参加者      備考        
    関東東北・北海道  江戸川    2025/10/21-22   32 園館 42 名  対面  
    中  部      名港水     2025/11/06-07   12 園館 15 名  対面 
    近  畿      南紀     2025/10/27     19 園館 33 名  対面 
    中国四国      秋吉台    2025/7/07-08   13 園館 16 名  対面 
    九州沖縄      九十九     2026/1/29-30    14 園館 18 名  対面 
 
  2) 動物園水族館飼育係研修会 

① 動物園飼育係研修会 
    ブロック別     開催場所   開催年月日    参加者      備考        
    関東東北・北海道  足立区    2026/2/05       17 園館 20 名   対面 
    中  部      伊アニ    2025/6/25-26    16 園館 26 名   〃 
           〃               熱川     2025/11/27-28     16 園館 23 名   〃 
    近  畿      姫セン     2025/6/18      11 園館 24 名   〃   
    中国四国（水族館と合同）高知      2026/2/16-17     14 園館 30 名    〃 

  九州沖縄（水族館と合同）鹿児島     2025/10/08-09     17 園館 34 名   〃 
 ② 水族館飼育係研修会 

    ブロック別     開催場所   開催年月日    参加者      備考        
  関東東北・北海道  ニクス     2026/3/04-05     12 園館 17 名   対面 

    中  部      近畿ブロックと合同開催   
    近  畿      姫路水     2025/6/26-27     14 園館 19 名   対面   
    中国四国（動物園と合同）高知      2026/2/16-17   14 園館 30 名  対面再掲   

九州沖縄（動物園と合同）鹿児島     2025/10/08-09     17 園館 34 名  〃 再掲 
 

3．ブロック園館長会議 
次のブロック園館長会議を開催し、ブロック内事業を実施するため、議題に基づく意見交換、課題解

決、意思決定等を行った。 
    ブロック別     開催場所   開催年月日    参加者      備考        
    関東東北・北海道  大森山    2025/04/16     56 園館 67 名  ウェブ 

〃       新潟     2025/10/16-17    51 園館 63 名  対面 
中  部      日本平    2025/04/17-18    18 園館 21 名  ハイブリッド 

      〃       飯田     2025/10/06-07   19 園館 21 名  ハイブリッド 
近  畿      須磨     2025/04/17-18   20 園館 25 名  対面 

         〃        ニフレ    2025/10/22-23    20 園館 31 名   対面 
     中国四国      安佐     2025/04/16    14 園館 15 名    ウェブ 
      〃       徳島     2025/10/30-31   11 園館 13 名    対面 
    九州沖縄      名護     2025/04/15-16   16 園館 23 名  対面 
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      〃       大分     2025/10/28-29   18 園館 23 名  対面 
Ⅷ 事務局事業 

協会事務局は刊行物、CITES 保護、野生動物保護募金など次の事業を実施した。 
1．執行体制 

専務理事 1 名、事務局長 1 名、職員 5 名 
2．事業の実施 

(1) 統計、刊行物に関する事項  
1) 年報の発行                         ※2025 年 9 月発行 350 部 

     動物園水族館に関する管理者・職員数・飼育動物数・入園館者数・経費・繁殖動物などを調査し、
会員園館及び関係機関に配付するとともに、一般にも有償頒布する。 
2) 事業概要の発行                    ※2025 年 8 月発行 400 部 
協会の概要・会員・役員・各種会議・事業など集約し、会員園館に頒布するとともに関係機関に
も配付する。                       

3) 月報の作成 
会員園館の事業報告、各種会議報告、事務局報告などを毎月作成し、会員用ホームページに掲載
するとともに、維持会員にもメール配信し、情報提供を行った。 

4) 飼育ハンドブックの増刷等（改訂版 新・飼育ハンドブック）  
2025 年度は増刷なし 

5) 動物園水族館雑誌の発行 
動物園水族館雑誌 67 巻第 1 号～第 4 号 各 500 部 

 (2) 会費に関する事項 
次の関係団体に加入し、総会へ出席するなど情報交換を行うとともに、種保存など連携を図った。 

1) 日本博物館協会 (30 千円) 
2) 国際自然保護連合(IUCN) (226 千円) 
3) 国際自然連合日本委員会(IUCN－J) (30 千円)  
4) 世界動物園水族館協会(WAZA) (450 千円) 
5) 日本ツル・コウノトリネットワーク (2 千円) 
6)  野生動物保全繁殖研究会(10 千円)  

 (3) 野生動物保護募金に関する事項 
1) 野生動物保護募金事業助成  8 件 3,790,000 円 

野生動物の保護活動に積極的に取り組むため会員園館に募金箱を設置し、来園者などから広く寄付
金を募り、野生動物の保護活動事業に助成した。 
2025 年度募金額 169 件 21,398 千円 

 (4) 総会・理事会等に関する事項 
1) 総会  

開催日：2025 年 5 月 21 日（水）～22 日（木） 開催担当：豊橋総合動植物公園 
会場：ホテルアソシア豊橋 

2) 理事会・執行理事会 
① 理事会    ７回開催 
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② 執行理事会   ２回開催 
(5) 監査に関する事項  

2025 年度の事業報告及び決算報告について、2026 年 4 月 24 日に監事による監査を実施した。 
(6) 新入会員調査に関する事項 

    正会員入会審査要綱に基づく審査 
    2025 年度はなし 

(7) 法人管理運営に関する事項 
会議経費、人件費等執行した。 

 Ⅸ 公益目的・法人の共通事業 
職員給与、役員報酬、修繕・委託費、事務所費等を執行した。 
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Ⅸ 決算概要(正味財産増減計算書内枠書抜粋)                       (単位：円) 
科 目 公益目的会計 法人会計 合 計 

Ⅰ 一般正味財産      

 1．経常増減の部       

  1)経常収益       

   基本財産運用益 1,092 468 1,560 

   特定資産運用益 109,912 25,348 135,260 

   受取入会金 129,000 301,000 430,000 

   受取会費 12,640,500 29,494,500 42,135,000 

   事業収益 38,084,981 0 38,084,981 

   受取補助金等 32,220,354 0 32,220,354 

   受取負担金 8,657,000 3,260,000 11,917,000 

   受取寄付金 43,478,073 8,171,926 51,649,999 

   雑収益 630,328 88,180 718,508 

     経常収益計 135,951,240 41,341,422 177,292,662 

  2)経常費用    

   事業費 154,578,565 0 154,578,565 

   管理費 0 23,754,651 23,754,651 

     経常費用計 154,578,565 23,754,651 178,333,216 

     当期経常増減額 △18,627,325 17,586,771 △1,040,554 

2．経常外増減の部    

  1)経常外収益 0 0 0 

  2)経常外費用 0 0 0 

   当期経常外増減額 0 0 0 

   他会計振替額 18,457,435 △18,457,435 0 

   当期一般正味財産増減額 △169,890 △870,664 △1,040,554 

   一般正味財産期首残高 16,371,970 34,159,369 50,531,339 

   一般正味財産期末残高 16,202,080 33,288,705 49,490,785 

Ⅱ 指定正味財産増減の部    

   受取補助金 0 0 0 

   受取寄付金 66,597,567 0 66,597,567 

   助成金返還額 109,791 0 109,791 

特定資産運用益 54,325 0 54,325 
   一般正味財産への振替額 △42,891,537 0 △42,891,537 

   当期指定正味財産増減額 23,870,146 0 23,870,146 

   指定正味財産期首残高 206,295,913 0 206,295,913 

   指定正味財産期末残高 230,166,059 0 230,166,059 

Ⅲ 正味財産期末残高 246,368,139 33,288,705 279,656,844 
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第４章 事業の課題 
2025 年度の事業計画に基づき将来構想室、各執行委員会及び協会事務局として事業を実施してきた

が、2026 度からの主な検討課題は次のとおりである。 
 

Ⅰ  将来構想室 
2024 年度の事業計画に基づき将来構想室、各執行委員会及び協会事務局として事業を実施してきた

が、2025 度からの主な検討課題は次のとおりである。 
１． JAZA 将来構想 2025 の達成に向けた具体的な事業計画であるアクションプランを 2026 年５月までに

策定し、通常総会で公表する必要がある 
２． JAZA 将来構想 2025 の周知を図り、広く認知される必要がある。特に協会加盟施設においては、大

方の職員が詳細な内容を把握している状態とする必要がある。 
３． アクションプラン策定の後、将来構想の達成に向けてプランに基づく各種事業を着実に実施する必要

がある。 
４． 将来構想の達成度を測るための評価の基準や方法を検討し、定めた上で、定期的に評価を実施し、将

来構想の達成状況を把握する必要がある。 
５． アクションプランを策定し、将来構想の評価実施体制を整えた上で将来構想室を閉室する必要があ

る。 
Ⅱ 総務委員会 
１．アニマルウェルフェア評価を円滑に進めるための新規評価員の養成 

 ２．会員・維持会員資格の見直し、会費の検討等 
 Ⅲ 教育普及委員会 

１．教育普及委員会 
① JAZA 将来構想 2025 アクションプラン 
② J‐GBF 
・環境省と連携した企画の検討と実施 

２．教育研修部 
① 飼育技師資格認定試験 
・受験料の改定 
・安定的な運営 
・試験制度の強化（社会的な意義の構築） 
② 改訂版 新・飼育ハンドブック 
・改訂版発行準備 
３．普及啓発部 
① 参加型研修会 
・安定的かつ効率的な運営 
② 公開および会員制用 HP の活用 

Ⅳ 安全対策委員会 
1.  会員園館における安全対策や災害対策、感染症対策を進めるための情報収集と会員への情報提供の方

法について、会員園館からの積極的情報収集が可能となる実施方法について協議を行い、部員の効率的
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情報収集及び業務軽減化・平準化を図っていく。 
２．安全対策委員会並びに各部会の会議開催などにより、基本情報と事業進捗状況等の共有を図り、事故

防止や災害発生対策に向けた着実な事業の実施に努める。 
３．安全対策委員会並びに各部会において、状況に応じた規約およびマニュアルの改正等を協議してい

く。 
Ⅴ 生物多様性委員会 
１．国際保全事業部 

(1) 国際的な連携について 
WAZA、CPSG、SEAZA などの国際組織、海外組織と常時、密な連携を維持する必要がある。 
WAZA2027 個体群管理目標への対応を進める必要がある。 
WAZA2030 保全目標の実施に向けたシステムづくりに積極的に参画し、対応を進める必要があ

る。 
AZAB などの協定を締結した海外の動物園水族館協会との具体的な連携事業を調整し、実施す
る必要がある。 

(2)国際的な個体群管理事業への対応について 
アジア地域協会連携会議の合意事項に沿って、アジア地域での個体群管理計画の連携を進める必
要がある。 
動物種ごとの国際連携を進める必要がある。 

(3)Species360・ZIMS 対応について 
グローバルなデータベースへの対応を進める必要がある。 

(4)海外の個別保全事業に関する取り組みについて 
マレーシア・サバ州との生物多様性保全に関わる連携事業についてサバ州における生息域内保全
への支援、現地での救護個体の飼育に関する支援、現地や国内での生息域外保全に関する検討、
教育普及事業を、それぞれ推進する必要がある。 
また、ブータン王国における希少種保全事業の推進を支援する必要がある 

(5)経済産業省対応について 
経済産業省と継続的に連絡・協力できる体制を維持する必要がある。 

(6)体制の充実について 
人材育成推進等を含め、継続的に国内外の機関・組織との関係を維持、構築、発展させることが
できる体制を確立する必要がある。 

２．保全戦略部 
(1）種保存事業の実施に係る助言及び支援に関する事項について 

・個体群管理研修の講師等の育成を図る必要がある。 
・個体群管理研修の内容の見直し（初級編、ＰＭｘの操作当方等の周知） 

(2)配偶子バンク及び遺伝子資源保存等に関する事項や大学等との共同研究について 
・ZARAS（動物園水族館繁殖研究アライアンス）との協定に基づく事業の周知および実施体制の

一層の整備を図る必要がある。 
・岐阜大学との覚書に基づく共同研究などは引き続き推進するとともに、種の保存に資する研究

となるよう内容を見直すなど、調整を図っていく必要がある。 
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・鯨類プロジェクトにおいて、水族館部と連携し、計画的に採精し配偶子の保存を図るととも
に、人工授精への活用を検討する必要がある。 

（3）生息域内・域外の統合された保全への取り組みに関する事項 
・環境省との協定に基づく事業について、その対象種の追加を含む見直しを図る必要がある。 

３．種保存事業部 
(1)J コレクションプランの推進 

①種管理計画の評価 
管理種によって種管理計画の進捗が見られないものがある 

②海外との連携 
動物移動など個別の調整はメールなどで進めているが、GSMP などの会議では通訳が必要で、
その手配が難しい。 
レッサーパンダは海外の複数の施設から連携の依頼が来ており、国内の計画との調整に苦慮して
いる。 

③輸入禁止地域からの輸入 
シンガポールからのオランウータンの輸入に関しては特別措置が取られたが、今後も都度協議が
必要。 

④非会員施設との連携 
非会員施設に管理種を移動させるにあたり、アニマルウェルフェアの観点から施設運営、飼育環
境の確認を重視しなければならないため、作業量が増え手続きが滞ることがある。 
海外に輸出する際にアニマルウェルフェアに関する確認が難しい。 

⑤業務量の適性化 
JCP 推進に伴い、業務量が増加しており、業務内容を精査する必要がある。 
 

Ⅵ 調査研究委員会 
１．学術研究部 

  (1) 調査研究における課題として、ABS 問題と研究倫理に関するチェックリストの策定が求められ
る。引き続き、情報収集及び調整の上、チェックリスト案を作成が必要。 

  (2) ダイバーシティ&インクルージョンの視点を取り入れた技術者研究会の運営について検討課題とな
っている 

 ２．栄養研究部 
    活き餌利用ガイドラインの作成や、動物福祉研究部と協働し、飼育動物の福祉向上を推進すること

を目指す。また、今後の会員園館における研究活動の推進や支援を実行するため、外部委員を含む
部員の増員が検討課題である。 

  ３．アニマルウェルフェア研究部 
 アニマルウェルフェア研究部員および評価員など、次世代の人材育成が課題となっている 
 

Ⅶ 地域委員会 
1. 各ブロックの更なる情報共有を図り、課題の把握・解決に努める。 
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Ⅷ 協会事務局 
1．事務局内作業の効率化、法律が求める保存文書の電子化を推進する 
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